
第８回漢方教室（鍼灸） 

痛みが和らぐ漢方－腰痛・関節痛・頭痛も楽になる－ 

 
鍼灸治療を希望して来院される患者さんの半数以上は、痛みを訴える方です。

そのため近年ペインクリニックの一つとして各医療機関でも行なわれています。 
鍼灸では痛みはどうして起こるのか？ というお話をします。 
人間は、気・血・津液が身体の中を巡って生きていると考えます。この気・

血・津液は、身体の中でどこをどうやって流れているかというと、鉄道を想像

して下さい。気という機関車が、血・津液という客車をひっぱって経絡という

線路を使って全身をまわっています。鉄道というのは必ず駅に停まります。そ

の駅が「つぼ」なのです。この機関車が何らかの原因で動かなくなると、人間

は、痛みとして感じます。鍼灸治療は、「つぼ」という駅から機関車にアクセス

して、機関車の運行をスムーズにさせることで痛みを和らげる治療なのです。 
これを漢方的に表現しますと、不通則痛（ふつうそくつう）、と不栄則痛（ふ

えいそくつう）ということになります。つまり経絡の気血が通じなくなって痛

む場合と経絡の気血により滋養されなくなって痛む場合とがあります。 
その原因には外部環境（寒さや湿気など）、精神的ストレス、体力不足、加齢 、

アクシデントなどが考えられます。 
具体的に鍼灸外来で多い疾患である腰痛、膝痛、頭痛について説明します。 

１）腰痛 
腎兪（じんゆ）・関元（かんげん） を中心に治療します。 
✭寒さや湿気などの環境により腰痛が出現する場合には、腎兪（じんゆ）・関元

（かんげん）のほか、大椎（だいつい）に簡易的な灸を行います。 
✭精神的ストレスによる場合は、太衝（たいしょう）を加えます。 
✭体力不足の場合は足三里（あしさんり）を用います。 
✭加齢の場合は太渓（たいけい）を用います。 
✭アクシデント（生理や打撲など）の場合は三陰交（さんいんこう）を用いま

す。 
 
 
 
 
 



腎兪（じんゆ） 

左右の骨盤のテッペンを結んだ線と

背骨の交わった背骨の上２つの外側

指２本のところ 
 
 
 
 
 
 
 

関元（かんげん） 

へその真下指４本分のところ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大椎（だいつい） 

頭を曲げると出る首の付け根の大き

な骨のすぐ下 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



太衝（たいしょう） 

足の親指と人差し指の付け根から、足

首の方向へ指で押し上げて指が止ま

るところ 
 
 
 
 
 
 
 

足三里（あしさんり） 

膝下のすねの上にある突起した骨の

下縁から外側指２本分のところ 

 
 
 
 
 
 
 
 

太渓（たいけい） 

足の内くるぶしとアキレス腱との間

で脈の触れるところ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



三陰交（さんいんこう） 

内くるぶしの中央から、すねに沿って

膝の方へ指４本上がった骨の内側の

際 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）膝関節痛 
髎々（りょうりょう）委中（いちゅう）を中心に治療します。 
✭寒さや湿気などの環境に作用される時には陰陵泉（いんりょうせん）にお灸

します。 
✭精神的ストレスによる場合は、陽陵泉（ようりょうせん）を用います。 
✭体力不足の場合は足三里（あしさんり）を用います。 
✭加齢の場合は陰谷（いんこく）を用います。 
✭アクシデントの場合は血海（けっかい）を用います。 
 
 

髎々（りょうりょう） 

膝の内側で、血海と陰陵泉を結んだ中

央 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



委中（いちゅう） 

膝関節の裏側で、軽く膝を曲げたとき

にできる横ジワの中央 
 
 
 
 
 
 
 
 

陰陵泉（いんりょうせん） 

向こうずねの内側で、内くるぶしから

すねに沿って上がっていくと膝の下

で指が止まるところ 
 
 
 
 
 
 
 

陽陵泉（ようりょうせん） 

膝下の外側のやや下にある大きな骨

のすぐ下 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



足三里（あしさんり） 

膝下のすねの上にある突起した骨の

下縁から外側指２本分のところ 

 
 
 
 
 
 
 
 

陰谷（いんこく） 

膝を曲げてできる膝関節の内側のし

わの端 
 
 
 
 
 
 
 
 

血海（けっかい） 

膝を伸ばした時、お皿の内側やや上に

できるくぼみから、ふとももに指３本

向かったところ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



３）頭痛 
痛む部位によって治療するツボを選択します。 

   
                        『図説東洋医学・経穴篇』より引用 
 
 
★後頭部が痛むときには、崑崙（こんろん）を用います。 
★側頭部が痛むときには、陽陵泉（ようりょうせん）を用います。 
★前頭部が痛むときには、解谿（かいけい）を用います。 
★頭頂部が痛むときには、太衝（たいしょう）を用います。 
 



崑崙（こんろん） 

外くるぶしとアキレス腱との中間 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陽陵泉（ようりょうせん） 

膝下の外側のやや下にある大きな骨

のすぐ下 
 
 
 
 
 
 
 
 

解谿（かいけい） 

足首と向こうずねが交わるところ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



太衝（たいしょう） 

足の親指と人差し指の付け根から、足

首の方向へ指で押し上げて指が止ま

るところ 
 
 
 
 


